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コラムニスト・アジアンウオッチャー
須賀　努

すが・つとむ　東京外語大中国
語科卒。金融機関で上海留学、
台湾2年、香港通算9年、北京同5
年の駐在を経験。現在は中国を
中心に東南アジアを広くカバー
し、コラムの執筆活動に取り組
む。

　

初
め
て
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
れ
た
。
バ
ン

コ
ク
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
航
空
で
コ
ロ
ン
ボ

へ
飛
ん
だ
が
、
機
内
に
は
タ
イ
人
や
ス
リ

ラ
ン
カ
人
だ
け
で
な
く
、
中
国
人
の
姿
が

ち
ら
ほ
ら
。
観
光
客
と
思
わ
れ
る
若
者
も

い
た
が
、
ど
う
見
て
も
観
光
客
に
は
見
え

な
い
一
張
羅
の
上
着
を
着
た
お
じ
さ
ん
た

ち
が
十
数
人
、
固
ま
っ
て
座
っ
て
い
る
光

景
が
少
し
異
様
だ
っ
た
。

　

2
0
0
9
年
の
内
戦
終
結
後
、
中
国
に

よ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
経
済
支
援
が
活
発

化
し
て
い
る
。
道
路
、
港
湾
、
空
港
、
発

電
所
な
ど
幾
つ
も
の
大
型
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し
、
盛
ん
に
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。
工
事
に
携
わ
る
労
働
者
は

地
元
の
人
間
で
は
な
く
、
私
と
同
じ
飛
行

機
に
乗
っ
て
い
た
例
の
お
じ
さ
ん
た
ち
、

中
国
人
出
稼
ぎ
労
働
者
と
お
ぼ
し
き
人
々

で
あ
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
人
は
「
日
本
の
支
援
は
地

元
の
人
間
に
も
利
益
が
あ
る
が
、
中
国
は

労
働
者
ま
で
全
て
運
び
込
ん
で
く
る
。
地

元
に
は
全
く
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
残
念
だ
」

と
話
し
て
い
る
。
一
方
、
あ
る
中
国
企
業

の
幹
部
は
「
地
元
労
働
者
の
作
業
効
率
は

相
対
的
に
低
く
、
支
援
を
速
や
か
に
行
う

に
は
中
国
人
労
働
者
が
不
可
欠
だ
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
因ち

な

み
に
、
日
本
の
建
設
会

社
も
多
数
進
出
し
て
工
事
を
行
っ
て
い
る

が
、「
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、

利
益
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
」
と
の
嘆
き

の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　

実
際
に
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
南
部
の
歴
史
的

な
都
市
ゴ
ー
ル
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
た
が
、

高
速
道
路
は
中
国
の
支
援
で
で
き
て
お
り
、

車
中
は
快
適
だ
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
発

展
に
尽
力
す
る
ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
大
統
領
の

地
元
、
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
の
港
湾
建
設
な
ど

の
大
規
模
開
発
を
中
国
が
請
け
負
っ
て
お

り
、
中
国
輸
出
入
銀
行
が
数
億
㌦
単
位
の

融
資
を
行
い
、
資
金
を
賄
っ
て
い
る
。
ま

た
昨
年
11
月
に
は
中
国
の
後
押
し
で
ス
リ

ラ
ン
カ
政
府
が
四
川
省
で
の
通
信
衛
星
打

ち
上
げ
に
成
功
、
今
後
ス
リ
ラ
ン
カ
で
衛

星
放
送
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

中
国
の
狙
い
は
明
確
で
あ
る
。
第
18
回

共
産
党
大
会
で
も
謳う

た

わ
れ
た
海
洋
進
出
だ
。

イ
ン
ド
洋
は
イ
ン
ド
と
の
関
係
、
さ
ら
に

は
中
東
を
も
に
ら
ん
だ
重
要
拠
点
で
あ
り
、

ス
リ
ラ
ン
カ
お
よ
び
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

友
好
国
パ
キ
ス
タ
ン
に
よ
る
イ
ン
ド
包
囲

網
を
着
々
と
整
え
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン

に
近
く
、
地
理
的
に
優
位
な
イ
ン
ド
も
中

国
へ
の
対
抗
上
、
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
援
助

を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
中
東
か
ら
は
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
の
商
業
関
連
の
投

資
が
相
次
い
で
お
り
、
内
戦
終
了
と
同
時

に
ホ
ッ
ト
な
陣
取
り
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
従
来
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
最

大
の
支
援
国
だ
っ
た
日
本
だ
け
が
、
そ
の

存
在
感
を
薄
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

街
で
は
自
動
車
の
増
加
が
顕
著
で
渋
滞
も

見
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
が
中
古
の
日
本

車
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
日
本
企
業
は
「
遠

く
て
小
さ
な
島
」
へ
の
関
心
を
あ
ま
り
持

っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
ト
ル
コ
へ
行
っ
た

時
も
感
じ
た
が
、「
親
日
国
を
大
切
に
す

る
」「
世
界
で
仲
間
を
増
や
す
」
こ
と
は

極
め
て
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
だ
が
、

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
内
戦
終
結
後
間
が

な
い
た
め
、
投
資
環
境
が
整
っ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
中
国
人
も
ス
リ
ラ
ン
カ
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
苦
戦
し
て
お
り
、「
ま

る
で
中
国
の
80
年
代
、
改
革
・
開
放
直
後

の
よ
う
だ
」
と
肩
を
す
く
め
る
。
中
国
の

ス
リ
ラ
ン
カ
投
資
は
現
時
点
で
は
完
全
に

政
治
目
的
だ
が
、
今
後
徐
々
に
民
間
投
資

が
入
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
中
国
が
経
済
支
援
す
る
意
味


